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大学における工学系教育の在り方について（中間まとめ）概要
【課題・背景】

○グローバル化の進展とともに、科学技術の細分化と短命化が急速に進む中で、産業分野は急激に変化し、特に情報関連技術の急速な進展が、多くの工学関連分野の関心を
引導し、社会構造の革新をもたらしている。

○我が国の工学部は、明治以来の学科・専攻の編制に基づく１つの分野を深く学ぶモデルが成功体験となってきたが、今後は、AI, ビッグデータ, IoT,ロボット などSociety
5.0、そしてその先の時代に対応し、我が国の成長を支える産業基盤強化とともに、新たな産業の創出を目指す工学の役割を再認識し、それらを支える人材のための工学教育
の革新は喫緊の課題である。

○産業界との強い連携のもとに、産学で魅力的な地域振興策を構築するとともに、①基礎教育の強化、とそれを基盤として、②他分野理解を進め、次の世代の産業界や学術
界を支える優れた工学人材の輩出について国をあげて取り組む必要がある。

【輩出すべき人物像】

○短期､中期､長期の戦略への対応を意識した人材教育が必要

・スペシャリストとしての専門の深い知識と同時に、ジェネラリストとしての幅広い知識・俯瞰的視野を持つ人材

・分野の多様性を理解し、異分野との融合･学際領域の推進に合った人材

・自律的に学ぶ姿勢を具備し、原理･原則を理解する力、構想力、アイデア創出能力、問題発見能力、課題設定能力、モデル化能力、課題解決･遂行能力を持つ人材

・｢リアル空間｣と｢バーチャル空間｣を俯瞰的に把握できる人材

【講ずべき具体的施策：工学部の改革を先導役として成果を他分野へ波及】

○学科ごとの縦割り構造の抜本的見直し
→学科・専攻の定員設定の柔軟化 等

○学士・修士の６年一貫制など教育年限の柔軟化
→６年一貫制度の創設、学内クロスアポイントメント 等

○主たる専門に加えた副専門分野の修得
→メジャー・マイナー制の導入 （バイオ、医学、社会学、心理学、経営学等）

○工学基礎教育の強化
→基礎教育のコア・カリキュラムの策定 （数学、物理、化学、生物、情報、数理・デー
タサイエンス等）

○情報科学技術の工学共通基礎教育強化と先端情報人材教育強化
→情報科学技術教育の強化による工学諸分野との融合技術の創出、情報系人材の量的拡
大・質的充実

○産学共同教育体制の構築
→大学・産業界の人材交流、産学連携協働プログラムの開発・提供、教育効果の高いイン
ターンシップの推進
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Society 5.0に対応した高度技術人材育成事業
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取組２-① 超スマート社会の実現に向けたデータサイエンティスト育成事業
３億円【新規】

産学連携による課題解決型学習(PBL)等の実践的な教育の推進により、大学における情報技術人材の
育成強化を目指す。

産官学による実践的な教育ネットワークを構築し、文系理系を問わず
様々な分野へ数理科学の応用展開を図り、それぞれの応用分野でデー
タから価値を創出し、ビジネス課題に答えを出す人材(データサイエ
ンティスト)を育成する。

取組１-① 学部学生に対する実践的教育の推進(enPiTⅡ)
（運営拠点：１拠点、分野別中核拠点：４拠点）

・大学間連携により、PBL中心の実践的な教育を実施
・教育ネットワークを構築し、開発した教育方法や知見を全国に普及
・産業界と協力な連携体制を構築

ベンダー企業

大学

ユーザー企業

学術機関

拠点大学

（資料）IT人材の最新動向と将来推計に関する 調査結果（平成28年６月経済産業省）

◆ 第４次産業革命の進展による産業構造の変化に伴い、付加価値を生み出す競争力の源泉が、「モノ」や「カネ」から、
「ヒト(人材)」・「データ」である経済システムに移行。

◆あらゆる産業でＩＴとの組み合わせが進行する中で我が国の国際競争力を強化し、持続的な経済成長を実現させるに
は、ＩＴを駆使しながら創造性や付加価値を発揮し、我が国の成長を支える産業基盤の強化とともに、新たな産業を創出す
る人材の育成が急務。

◆データサイエンティスト育成のための実践的教育の推進（４拠点整備）

・産業界や地方公共団体と強力な
連携体制を構築し、必要となる
ビッグデータの提供、実課題に
よるPBL（共同研究）やインタ
ーンシップ等からなる教育プロ
グラムを開発・実践

・データサイエンスを学ぶ必要に駆
られた社会人の学び直しの場を提供
し、産官ともに人材不足の中で、
Off-JTの産官共同実施の機会やコ
ミュニティ形成を醸成

※Off-JT：Off-the-Job Training（職場外でのセミナーや講義による研修）

産学連携による実践的な教育ネットワークを形成し、Society 5.0の実現に向けて人材不足が深刻化しているサ
イバーセキュリティ人材やデータサイエンティスト、科学技術を社会実装できる人材といった、大学等におけ
る産業界のニーズに応じた人材を育成する取組を支援。

取組１-② IT技術者の学び直しの推進(enPiT-Pro) （５拠点）
・大学が有する最新の研究の知見に基づき、情報科学分野を中心とする

高度な教育(演習・理論等)を提供
・拠点大学を中心とした産学教育ネットワークを構築し、短期の実践的

な学び直しプログラムを開発・実践
・セキュリティ等の特に人材不足が深刻な分野の学び直し推進

取組２-② 科学技術の社会実装教育エコシステム拠点の形成 1億円【新規】

産学共同で科学技術の社会実装に資す
る教育のエコシステム拠点を形成し、
工学分野における主専攻・副専攻（メ
ジャー・マイナー）、ダブルメジャー
といった高度専門人材育成に必要な学
部・大学院連結プログラムの先導的開
発に向けたフィージビリティスタディ
を実施する。

取組２ 未来価値創造人材育成プログラム ４億円 【新規】
高い専門性と俯瞰的知識を身に付けたより実践的でハイブリッドな人材の育成強化を目指す。
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取組１ 成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成(enPiT) ８億円【継続】

◆社会実装教育の実現に不可欠なモデル作成
（運営拠点：１拠点、拠点大学：３拠点整備）

・学部と大学院の連結教育プログラム（メジャー・マ
イナー、ダブルメジャー）の先導的開発に向けた、
現状把握、今後の展望、ターゲット、社会の需要レ
ベルなどの明確化

・「大学における工学系教育の在り方について（中間
まとめ）」等の有識者会議等で取りまとめられた提
言内容を踏まえた取組を実施。

※enPiT（エンピット）：Education Network for Practical Information Technologiesの略

※PBL：Project Based Learning の略

平成30年度予算額（案） 12億円 (平成29年度予算額：９億円)
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